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１　事務事業の目的・内容

令和5年度 令和6年度 目標方向

1 32 32 →
2
3
4
5

②R6年度
に実施し
た取り組
み

・転作作物（麦・大豆）の作付けや生産性向上に取り組
む農業者に対する交付金関係業務を実施した。
・イメージアップ、地域活性化を図るため転作農地を有
効活用しコスモスの作付けを実施した。
・適正な農地・農業用水路等の保全を行うため、2つの
活動組織に対し農業が有する多面的機能が維持・発揮で
きるよう指導。

④今後の改
善計画

・土づくりや基本技術を徹底している農業
の事例紹介など、収量向上に向けた取り組
みを実施する。
・2つの多面的活動団体の維持のための支
援。地域との関わりを深めるための支援。

総合評価 Ⅱ　継　続（事業内容の現状が最良でこのまま継続すべき）

（２）事務事業の業務改善について

①R6年度
の改善計
画

・生産性向上に向けた取組に対し交付金を支払う
産地交付金、土づくりや基本技術の徹底を実行し
ている農業者の事例紹介など、収量向上に向けた
取り組みを実施する。
・多面的機能が維持・発揮できるよう2つの活動
組織に対し継続した支援・指導を行う。

③取組の課
題

・転作作物の作付けは定着してきているが、その一方で収
量が低迷している農業者や作物（特に大豆）に対し、改善
に向けたアプローチを検討、検証、実行していく必要があ
る。
・2つの多面的活動団体構成員の高齢化が進んでおり、団
体の継続が課題でさる。また、農地所有者を含む地域との
関わりが希薄になってきており、地域との関わりを深めて
いく必要がある。

３　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善＜※主管課長記入＞

（１）事務事業についての評価及び今後の方向性

個別評価 必要性

今後の必要性 Ｂ必要性は変わらない 有効性 目標達成度 Ａ達成できた

町関与の必要性 Ａ町が担うべき 効率性
対象者の適切性 Ａ対象者は適切である

コストの削減 Ａ削減の余地はない

令和5年度（決算） 令和6年度（決算） 令和7年度（予算）

全体事業費（千円）
69,101 44,270 72,131

　　　　　うち一般財源 18,606 15,314 13,957
財源
内訳

２　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

指標

指標名 令和4年度 単位 令和7年度（目標）

認定農業者数（個人、法人） 32 件 30

時代のニーズに即した安全・安心な食料供給を図り、農業の持
つ多面的機能の保全・活用を進め、多様な農業振興施策を総合
的・計画的に推進し、持続可能な農業に取り組みます。

事務事業Ｎｏ． 12- 3

事業名 農業振興対策事業
会計
一般

事業内容

景観形成作物栽培事業　・・・町のイメージアップ及び地域活性化を図るため転作農地を有効活用し、
　　　　　　　　　　　　　　コスモスの作付けをします。
認定農業者特別制度資金利子補給金
　　　　　　　　　　　・・・農業経営の効率化及び安定化を図るため、農業者等が借り入れた制度資
　　　　　　　　　　　　　　金の利子補給金を交付します。
経営所得安定対策事業　・・・米や麦、大豆等の畑作物も含めた生産数量目標の検討や対象作物の生産
　　　　　　　　　　　　　　振興策等について協議しています。※東員町地域農業再生協議会運営費
水田麦・大豆産地生産性向上事業
　　　　　　　　　　　・・・水田における麦・大豆の生産拡大を推進するにあたり、効率的な作業を
　　　　　　　　　　　　　　可能とするため、機械の導入支援を行います。
多面的機能支払事業　　・・・地域の大切な資源である農地、農業用水路等の生産基盤を守り、農業の
　　　　　　　　　　　　　　質の向上、農村環境の向上の取り組みを実施します。
有害鳥獣捕獲許認可事務・・・有害鳥獣捕獲許可申請及び捕獲許可決定の手続きをします。

政　策 7　生活を支える担い手があり続けるために 課名 産業課

施　策 7-1　農業の振興 係名 産業振興係

事業
目的 対象 農業者、農業団体

目的（対象がどのよ
うな状態になっている

か）


